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※ 次回の「弘法さん」縁日は１２月２４日 (金 ) です。

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
早
い
も
の
で

今
年
も
十
一
月
。
冬
本
番
で
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

来
月
は
愛
知
県
内
に
あ
る
様
々
な
写
し

霊
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は

西
国
三
十
三
所
の
写
し
も
あ
り
ま
す
。

   

二
大
巡
礼
は
四
国
遍
路
と
西
国
三
十
三

所
で
す
。
今
月
は
西
国
三
十
三
所
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

   

ち
な
み
に
、
巡
礼
は
一
般
名
詞
で
す
が
、

遍
路
は
四
国
霊
場
巡
り
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
。

★
西
国
三
十
三
所
の
始
ま
り

   

西
国
三
十
三
所
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

二
十
四
番
中
山
寺
の
縁
起
で
あ
る
「
中
山

寺
来
由
記
」
、
三
十
三
番
華
厳
寺
の
縁
起

で
あ
る
「
谷
汲
山
根
元
由
来
記
」
に
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

七
一
八
年
（
養
老
二
年
）
、
大
和
長
谷

寺
の
開
基
、
徳
道
上
人
が
重
い
病
で
生
死

を
さ
ま
よ
う
中
、
夢
に
閻
魔
大
王
が
現
れ

ま
し
た
。
大
王
は
「
生
前
の
罪
業
に
よ
っ

て
地
獄
へ
送
ら
れ
る
人
々
を
救
う
た
め
に
、

滅
罪
の
功
徳
が
あ
る
三
十
三
ヶ
所
の
観
音

霊
場
を
つ
く
り
、
人
々
に
巡
礼
を
薦
め
よ
」

と
言
い
、
起
請
文
と
三
十
三
の
宝
印
を
授

け
た
そ
う
で
す
。

   

蘇
生
し
た
上
人
は
三
十
三
観
音
霊
場
を

開
創
し
ま
す
が
、
人
々
に
広
く
信
仰
さ
れ
、

巡
礼
が
盛
ん
に
な
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
上
人
は
機
が
熟
す
の
を
待
つ
た
め
、

三
十
三
の
宝
印
を
中
山
寺
の
石
櫃
に
納
め

ま
し
た
。
上
人
は
八
十
歳
で
亡
く
な
り
、

い
つ
し
か
三
十
三
観
音
霊
場
は
忘
れ
去
ら

れ
ま
し
た
。

   

そ
れ
か
ら
約
二
百
七
十
年
後
、
若
き
花

山
天
皇
（
六
十
五
代
）
は
権
勢
を
振
う
藤

原
氏
の
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
在
位

わ
ず
か
二
年
で
退
位
。
弱
冠
十
九
歳
で
法

皇
と
な
り
ま
し
た
。
無
常
を
感
じ
た
法
皇

は
比
叡
山
に
遁
世
。
や
が
て
熊
野
に
行
き
、

那
智
山
で
千
日
籠
山
修
行
。
そ
の
折
、
熊

野
権
現
が
姿
を
現
し
、
徳
道
上
人
が
定
め

た
三
十
三
観
音
霊
場
を
再
興
す
る
こ
と
を

託
さ
れ
ま
し
た
。

   

法
皇
は
中
山
寺
で
宝
印
を
探
し
出
し
、

圓
教
寺
の
性
空
上
人
の
勧
め
に
よ
り
、
石

川
寺
の
仏
眼
上
人
に
同
道
し
て
三
十
三
観

音
霊
場
を
巡
拝
。
こ
れ
を
機
に
、
西
国
三

十
三
所
が
始
ま
り
ま
し
た
。

   

晩
年
、
花
山
法
皇
は
京
都
花
山
院
に
住

み
、
一
〇
〇
八
年
、
四
十
一
歳
で
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。

★
西
国
三
十
三
所
の
札
所

   

こ
う
し
て
誕
生
し
た
西
国
三
十
三
所
は
、

一
番
那
智
山
青
岸
渡
寺
（
和
歌
山
）
か
ら

三
十
三
番
谷
汲
山
華
厳
寺
（
岐
阜
）
に
、

徳
道
上
人
、
花
山
法
皇
ゆ
か
り
の
番
外
三

ヶ
寺
を
加
え
た
三
十
六
ヶ
寺
を
巡
り
ま
す
。

興
福
寺
、
醍
醐
寺
、
清
水
寺
な
ど
、
著
名

な
古
刹
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

   

結
願
お
礼
参
り
に
信
濃
善
光
寺
を
参
詣

し
て
三
十
七
ヶ
寺
巡
り
と
し
た
り
、
善
光

寺
に
加
え
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
、
比
叡
山

延
暦
寺
、
奈
良
東
大
寺
、
大
阪
四
天
王
寺

の
い
ず
れ
か
に
お
礼
参
り
す
る
風
習
も
あ

る
そ
う
で
す
。

   

一
番
か
ら
三
十
三
番
ま
で
の
巡
礼
道
は

約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
四
国
遍
路

の
約
一
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
少
し

短
い
道
の
り
で
す
。

   

ち
な
み
に
、
三
十
三
と
い
う
数
は
、
「
妙

法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」

（
観
音
経
）
の
中
で
、
観
世
音
菩
薩
が
人
々

を
救
う
た
め
に
三
十
三
の
姿
に
変
化
す
る

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
西
国
三
十
三
所
を

巡
礼
す
る
と
、
観
世
音
菩
薩
の
功
徳
に
よ

っ
て
現
世
で
の
罪
業
が
消
え
、
極
楽
往
生

で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
四
国
遍
路
と
西
国
三
十
三
所

   

西
国
三
十
三
所
の
札
所
本
尊
は
す
べ
て

観
音
菩
薩
で
す
。
四
国
遍
路
は
お
大
師
様

を
信
仰
し
ま
す
が
、
西
国
三
十
三
所
は
宗

派
的
な
も
の
で
は
な
く
、
観
音
菩
薩
信
仰

で
す
。
四
国
遍
路
と
西
国
三
十
三
所
の
成

立
時
期
は
、
徳
堂
上
人
ま
で
縁
起
を
遡
れ

ば
西
国
三
十
三
所
の
方
が
早
く
、
花
山
法

皇
を
開
創
と
考
え
る
と
四
国
遍
路
の
方
が

古
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

   

四
国
遍
路
は
お
大
師
様
の
弟
子
達
が
十

世
紀
に
は
巡
礼
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
西

国
三
十
三
所
の
最
古
の
巡
礼
記
録
は
三
井

寺
と
も
呼
ば
れ
る
園
城
寺
（
十
四
番
）
に

伝
わ
る
十
一
世
紀
後
半
の
「
寺
門
高
僧
記
」

の
中
に
あ
り
ま
す
。

★
西
国
三
十
三
所
の
写
し

   

僧
尼
、
武
士
、
貴
族
の
み
な
ら
ず
、
人
々

に
も
西
国
三
十
三
所
が
広
ま
る
と
、
地
方

の
有
力
な
武
将
や
豪
族
な
ど
が
西
国
写
し

霊
場
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

   

最
も
早
期
の
写
し
は
鎌
倉
時
代
初
期
の

十
二
世
紀
前
半
、
源
頼
朝
に
よ
っ
て
発
願

さ
れ
、
源
実
朝
が
札
所
を
定
め
た
と
伝
わ

る
坂
東
三
十
三
所
。
関
東
一
都
六
県
に
ま

た
が
る
観
音
霊
場
で
す
。

   

室
町
時
代
に
な
る
と
秩
父
三
十
四
所
も

開
創
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
三
十
三
所
で

し
た
が
、
札
所
間
の
揉
め
事
に
起
因
し
て

一
ヶ
寺
増
や
し
て
三
十
四
所
。
西
国
、
坂

東
と
合
わ
せ
て
日
本
百
観
音
も
誕
生
し
ま

し
た
。

   

岩
尾
城
跡
（
長
野
佐
久
）
に
あ
る
一
五

二
五
年
銘
の
石
碑
に
「
秩
父
三
十
四
番 

西

國
三
十
三
番 

坂
東
三
十
三
番
」
と
彫
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
日
本
百
観
音
が
確

立
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

   

坂
東
三
十
三
所
、
秩
父
三
十
四
所
が
定

着
す
る
に
つ
れ
、
元
祖
で
あ
る
近
畿
の
観

音
霊
場
に
は
西
国
の
文
字
が
冠
さ
れ
、
西

国
三
十
三
所
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

   

三
十
三
所
の
写
し
霊
場
は
現
在
全
国
各

地
に
六
百
以
上
あ
る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
愛
知
県
に
も
あ
り
ま
す
。

★
愛
知
県
は
写
し
霊
場
の
宝
庫

   

さ
て
、
今
年
も
あ
と
ひ
と
月
。
昨
年
か

ら
三
河
新
四
国
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
愛
知
県
に
は
四
国
遍
路
や
西
国
三
十

三
所
等
の
写
し
霊
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
言
わ
ば
、
霊
場
の
宝
庫
で
す
。
来
月

は
愛
知
県
の
写
し
霊
場
を
ご
紹
介
し
て
年

末
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
乞
ご
期
待
。


